
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[07]海外大学図書館等視察報告

中野, 三敏

今西, 祐一郎

古賀, 幸成

山ロ, 良子

他

https://doi.org/10.15017/16483

出版情報：海外大学図書館等視察報告. 7, pp.1-47, 2001-04. Kyushu University Library
バージョン：
権利関係：



　　　　アメリカ合衆国（西部）

　　　　　　　　　中野　三敏

　　　　　　　　九州大学名誉教授

　　　　　　　　　今西　裕一郎

　　　　研究開発室員（人文科学研究院教授）

　　　　　　　　　古賀　幸成

　　　　　　情報サービス課図書館専門員

訪問国：　アメリカ合衆国

訪問先　　スタンフォード大学図書館

　　　　　カリフォルニア州立大学バークレー校図書館

期　間：　平成12年6月27日～7月2日



1．はじめに

　九州大学附属図書館ではこの数年来、研究開発室の活動推進、電子図書館化への積極

的取り組み、更には、キャンパス移転に伴う新図書館建設の検討等、様々な事業を展開

している。これらの事業を更に推し進め、今後の図書館運営に資する目的で、国内はも

とより外国の大学図書館等を視察してきた。幸い、今回も有川図書館長のご配慮によ

り、米国の大学図書館視察が実現した。

　今回の視察先は、カリフォルニア大学バークレー校及びスタンフォード大学の2校と

した。目的は、（1）両大学図書館に所蔵している日本古典籍の調査研究、（2）大学図書

館の組織、運営及びサービスに関する情報収集、である。

　三人とも、何しろ米国訪問は初めてであり、先方の気候のことなどもさっぱり要領を

得ぬまま出かけたのだが、カリフォルニア大学バークレー校に在外研究員として滞在し

てあった、九州大学大学院言語文化研究院の松原教授の出迎えを受けて空港駐車場へ向

かうと、快晴の空と日陰の涼しさは、さすがに十数時間かけて飛んできた甲斐あり、

すっかり気分をよくしたのが第一印象だった。滞在期間中は、申し分のない天候と涼し

さに恵まれ、聞けば一年中こんなものだという。しかも遠望する山々は枯草ばかり、丁

度晩秋の久住高原を思わせるのが、却って冬場は雨期で青々と芽ぶき、大層気分が良い

のだそうだ。

2．スタンフォード大学

　平たく広大なキャンパスに、フーバータワーを中心に据え、メキシコ風の赤い瓦屋根

に統一された建物群は、ただ見事の一語に尽きる。大学の中心部にある大教会（スタン

フォード・メモリアル・チャーチ）に何気なく入ってみて驚いた。内部は想像していた

ゴシック風のしつらえではなく、去年ラヴェンナの教会で息をのんだばかりのくすんだ

金と緑と赤のモザイクで、壁画からドーム型の天井画迄、一面に仕上げられた別天地で

あった。

（写真1）スタンフォード大学キャンパス
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（1）フーバー研究所東アジア図書館（Hoover　Institution，　East　Asian　CoHection）

　図書館では約19万冊の蔵書の中の寄贈コレクションの一つ、日本近世の絵本類五百余

点を調査した。既に数年前、日大の粕谷宏紀氏の手で一応の分類整理が試みられてい

て、書庫の中で一度に全体を見ることが出来たので、殆ど手間どることもなく見終えた

が、概要は元禄期以降の極く普通の絵本・絵入り本で占められており、寧ろその点に外

国在来の絵本コレクションとしては異例の内容というべき特徴があった。現在我々の知

り得る在外コレクションの殆どは、来日した外国人研究者やコレクターによって、撰び

抜かれた、当時としても高価な稀観本の、それも姿・形の極めて良好なものだけが纏め

られたものが多く、中でも絵本・絵入り本は、現在日本国内に極めて少ない色摺りの美

本中心のものが多い。それがこの場合は、殆どが祐信絵本の並製本類や節用集或いは名

所図会等の異摺り本の中に、鹿児島版「成形図説」の色摺り本や、八文字屋本「傾城禁

短気」などが混在するという有様で、撰書の厳密さはなく、普通の絵入り本を手当たり

次第に集めたという趣の意外なものであった。
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（写真2）フーバー研究所東アジア図書館
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（写真3）同館の書庫

一4一



（2）グリーン図書館（Green　Library）

　大学の象徴であるフーバータワーの隣に位置した、スタンフォード大学の中央図書館

である。また、向かいにはマルチメディアを中心にサービスを提供しているマイヤー図

書館（Meyer　Library）をはじめ、学内には20の図書館群が散在している。その中で、

グリーン図書館は全学の図書館運営等、その中心的役割を担っている。

　今回は、残念ながら図書館の方の説明を受けることはできなかったが、館内を自由に

見学させていただいた。ゆったりとした館内に無駄のない設備の配置がなされており、

閲覧室と書庫の導線等、利用面に配慮されたっくりになっている。利用者端末を配置し

た情報検索コーナーや利用者教育コーナーにも広いスペースが確保されていた。

　スタンフォード大学には、FOLIOという統合型情報検索システムがあり、100種以上

のデータベースを利用者に提供している。同大学のOPAC（オンライン蔵書目録）で

あるSOCRATESをはじめ、　CD・ROM等の各種商業データベース、独自作成データ

ベース、他大学のOPACなどである。また、　SOCRATESの検索結果からFull　Text（電

子ジャーナル）が一連の検索の流れの中で提供されている。早くからコンピュータ部門

を整備してきた、同大学の情報インフラの充実ぶりには目を見張るものがあった。
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（写真4）グリーン図書館（後方は、フー
　　　　バータワー）
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（写真5）函館のエントランス
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3．カリフォルニア大学バークレー校（UCB）

　カリフォルニアで最初に誕生した州立大学である。学問的水準が高いことは有名で、

過去、ノーベル賞受賞者を数多く出している。スタンフォード大学に比べるとキャンパ

スはこじんまりとした感があるが、美術館や博物館等さまざまな施設が整っている。

　キャンパスのシンボルである、高さ約93mのセイザ一己ワー（Sather　Tower）は、

最上階からの景観が楽しめる他、大学の授業の始業、終業、昼休み等の時を知らせる鐘の

音を楽しむことができる。

醐

　　　　　　　　（写真6）カリフォルニア大学バークレー校の正門（後方は、セイザータワー）

（1）東アジア図書館（East　Asian　Library）

　書庫狭角化が進み、蔵書既約90万冊の内、約3割が同図書館に、残りは保存図書館に

収蔵している。蔵書構成は、日本・中国関係が大半であるが、その他、朝鮮・チベッ

ト・モンゴルの資料も所蔵している。

　同館には、旧三井文庫の写本群三千点が保管されており、仮の棒目録も出来ていた。

先年日本でも立派な目録が刊行された版本群は、土地を違えて別置されているとの事

で、今回はその写本類の中から興味をひいた数点を請求閲覧させて戴くと共に、館内の

開架式書庫を一巡りさせて貰った。書架内の日本文学関係研究書類の充実ぶりは、予想

を裏切らぬものだった。少

なくとも九州大学文学部書

庫のそれを遙かに上廻るの

は確実である。学問研究の

土台構築にかける姿勢の違

いを、つくづく感じさせら

れる最も印象的なひととき

であった。

一・M鮨一i而看『
　　　冒一
　　　　　　軟

（写真7）東アジア図書館
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（写真8）同館の閲覧室

　写本群の中から撰んだものは次の五点「兇刀伝」一冊、安永頃の写かと思われるもの

「山泉抄」二冊は人見竹洞撰とおぼしき類書で重野成斎の旧蔵本だった。「正夢後悔

記」一冊は珍しい上方洒落本の一つで板本はない。「紅挿書屋独語」一冊は古賀穀堂の

随筆、「開門酒席」一冊は侠山道人作と目録にあったので喜んで請求したら、つまらな

い法帖だったのはご愛敬か。何れにせよこの一群の写本もやはりスタンフォードの絵本

と同じく、恐らく日本の図書館でも極く普通本として扱われる江戸期の細々したもの

で、名家の自筆本や手訳本類は殆ど見えないのは、たまたま戦後の混乱期に、本来は日

本国内に眠っているべきものが米国へ移されたものゆえ、当然のことでもあろうが、流

石にこの文庫は今も米国研究者の利用度はひくいそうである。

（2）ドウ図書館（Doe　Library）

　キャンパスのほぼ中央にはバークレー校の中央図書館である巨大なドウ図書館及び、

その隣にモフィット図書館（Mo茄tt　Library）がある。その他、学内には21のBranch

Libraryが散在している。ドウ図書館は、主に大学院生対象、モフィット図書館は学部

学生対象の図書館であり、この2館がUCB図書館の中心的役割を果たしており、Branch

Libraryは各学部の専門図書館として機能している。

　ドウ図書館は、建物の大きさに比例し、館内は十分にゆとりのあるつくりになってい

る。スタンフォード大学のグリーン図書館同様に、情報関連機器、各閲覧室等、利用目

的に応じた施設設備が配置されたレイアウトになっており、書庫内にも十分な閲覧ス

ペースが確保されているのが非常に羨ましくもあり印象的であった。また、館内には約

20種に及ぶ各種パンフ類（CDLやMELVYLの解説、資料の探し方、各図書館の利用

案内、外部利用者向け利用案内等々）が随所に配置されており、利用者への広報活動の

充実ぶりが伺えた。

　カリフォルニア大学（UC）では、現在、　CDL（Carifornla　Dlgital：Library）と呼ばれ

る電子図書館計画を急速に推進している。UCの9キャンパスが一体となった共同事業

で、各種研究プロジェクトによる技術開発をはじめ、情報インフラの整備、電子図書館
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の組織機構のあり方、資料電子化の効率化、ドキュメントデリバリのあり方等々、様々

な検討を進めながら実現に移行してきている。また、CDLの中にMELVYLというシ

ステムがあり、9キャンパス共同のOPACをはじめ、スタンフォード大学のFOLIO

同様に、多くの各種データベースを提供している。
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（写真9）ドウ図書館

（写真10）同館のインフォメーションカウンター

（3）保存修復研究所（Conservation　Treatment　Laboratory）

　当初の視察日程には入っていなかったが、松原教授のご配慮により見学することがで

きた。約900万冊の蔵書を誇るバークレー校の資料を保存修復するセクションである。

貴重書から一般書まで、修復する工程は異なっているが、それぞれの持ち場で23名の専

門スタッフは真剣に作業に取り組んでいた。修復の材料には、和紙や糊等、日本のもの

も多く使用されており、糊については、製造技術を学ぶため日本に留学したスタッフも

いた。年間約1億数千万円の予算で8万件の資料を処置しており、なんと予算の約半分

は寄付金でまかなわれていることに驚かされた。専門スタッフはもとより、そのための
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財政基盤も確立されていない大学がほとんどである日本との違いを見せ付けられた場面

であった。

（写真11）保存修復研究所

4．おわりに

　米国の日本学は、他の諸外国と比べて格段の厚みと深さを備える。恐らく外国でこの

ような内容のものを活用することは、現在、米国の日本学以外では出来ないのではなか

ろうか。恐らくそう遠くない未来に、これ等の書物の精査を通して、日本学会に名乗り

を挙げてくる米国学究の足音が近づく気配を、キャンパス内の二二たる森の繁みの葉摺

れの音や、谷のせせらぎに紛れながらも、確かに聞きとめ得たような気がした。

　一方、両大学の図書館事情に関しては、両国の歴史や文化、或いは大学の施設、予算

規模等の違いにより一概に比較することは困難であるが、少なくとも今日の大学図書館

を「経営」という視点で捉えた場合、これからの図書館のあり方を考えていく上で、資

するところ大であった。

具体例を幾つか列挙すると，

・図書館に財政の専門家を置き、図書館独自の基金を管理運営し、証券投資等によって

　収入の拡大を図る。

・図書館運営に多くの学生アルバイトやボランティアが関わる。

・各種ニーズ調査、予算獲得、戦略的経営の策定等、図書館の各セクションから提示さ

　れた事業計画の競争。

等である。

　今、日本においては、大学改革への取り組みが鋭意進められており、進んでいる。そ

の一環として位置付けられる独立行政法人化も数年先に迫っている。そうなれば、大学

（図書館）運営も否応なく経営という要素が今まで以上に必要になってくることは明ら

かである。

　短期間ではあったが、これからの大学図書館を考えていく上で、十分置視察であっ

た。
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